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研究成果の概要（和文）：サルコペニアは、骨格筋量の減少と筋力もしくは身体機能の低下により定義され、横
断的な検討で糖尿病との関連が報告されているが、糖尿病発症と関連があるのかを追跡して検討した報告はあま
りない。本研究は、都市部一般住民を対象としたコホート研究（吹田研究）において、除脂肪体重や握力と糖尿
病発症の関連について検討した。2005、2006年度の健診受診者のうち非糖尿病の2643人（男性1088人、女性1555
人）を2018年3月末まで平均8.0年追跡し、男性118人、女性104人が糖尿病を発症した。体脂肪率は糖尿病発症リ
スクの上昇、除脂肪率はリスクの低下と関連していた。

研究成果の概要（英文）：Sarcopenia is diagnosed by the presence of low muscle strength or low 
physical performance in addition to low muscle mass. Although there have been some reports about the
 association of sarcopenia with diabetes in cross-sectional investigation, the previous studies 
lacked the evidence about the association of sarcopenia with incident diabetes in longitudinal 
study. We prospectively followed 2643 Japanese urban people (1088 men and 1555 women) from the Suita
 Study initially free of diabetes on the examination in 2005 and 2006. During an average of 8.0 
years follow-up until 2018, 222 diabetes cases (118 men and 104 women) occurred. This study revealed
 that elevated body fat percentage was associated with increased incident diabetes risk and elevated
 non-fat percentage was associated with decreased risk.  

研究分野： Preventive medicine
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研究成果の学術的意義や社会的意義
糖尿病患者の診療では、血糖管理目的で、体脂肪量を減らし骨格筋量を増加させるよう指導が行われている。本
研究の研究成果により、今後は、糖尿病でない者においても将来的な糖尿病発症を予防する目的で、同様の指導
が行われることが期待される。また、一般に腹囲やBMIを目安に健康管理が行われているが、本研究により、体
脂肪量や骨格筋量などの体組成を考慮した管理も合わせて重要であることが分かった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年の高齢化に伴い、要介護者も増加の一途をたどっており、要介護予防は、健康寿命延伸の

ため、また社会経済的にも重要な課題と考えられる。要介護の原因の約 25%をも占める高齢に伴
う衰弱、転倒・骨折は、フレイル、サルコペニアと深く関連する。フレイルとは加齢による虚弱
を意味する用語で、身体的問題のみならず、精神・心理的問題、社会的問題を含む概念であるが
（フレイルに関する日本老年医学会からのステートメント 2014 年）、身体的フレイルの主体を
なす病態として、サルコペニアが注目されている。サルコペニアは、骨格筋量の減少と筋力もし
くは身体機能の低下により定義され（サルコペニア診療ガイドライン 2017 年版）、 脂質異常症、
糖尿病、動脈硬化、死亡などとの関連も報告されているが、骨格筋量・筋力がどの程度低い、あ
るいは低下するとリスクとなるのかを追跡して検討した報告はあまりない。都市部一般住民を
対象としたコホート研究（吹田研究）ではこれまでにメタボリックシンドローム（MetS）を含め
た古典的リスクファクターと循環器病発症に関してエビデンスを蓄積しており、本研究では、骨
格筋量・筋力およびその低下とその後の MetS 罹患との関連を検討する。本研究で骨格筋量・筋
力の低下が MetS 罹患のリスクとなる予測因子であることが明らかになれば、骨格筋量・筋力の
維持により、その後の生活習慣病、循環器病、要介護も予防可能となると考えられる。 
 
２．研究の目的 
大阪府吹田市民を対象とした脳・心血管疾患の都市型コホート研究（吹田研究）において、骨

格筋量・筋力と MetS 構成因子罹患との関連について追跡し、骨格筋量・筋力の低値・低下が MetS
構成因子罹患の予測因子となるかどうかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
サルコペニアは、骨格筋量減少とそれによる機能低下から構成されており、本研究では、骨格

筋量は Inbody®を用いて BIA（bioelectrical impedance analysis）で測定した除脂肪体重にて、
骨格筋の機能は握力にて評価した。除脂肪体重に関して、体脂肪率（%）、除脂肪体重（%）、握力
に関して、左右の平均握力、左右のうち高い方の握力（最大握力）、最大握力/BMI、最大握力/身
長について検討した。骨格筋はインスリン抵抗性や血糖値と深く関連しているため、MetS 構成
因子のうちまずは血糖異常に着目し、その代表である糖尿病の罹患リスクについて、詳細に検討
することとした。 
大阪府吹田市の住民基本台帳からランダム抽出された男女 12,200 人のうち、2005、2006 年度

に除脂肪体重、握力を測定した健診受診者 3615 人のなかで非糖尿病の者は 3069 人であった。そ
のうち追跡できた 2643 人（男性 1088 人、女性 1555 人）を解析した（2018 年 3月末まで、平均
8.0 年）。糖尿病発症は空腹時血糖値 126mg/dl 以上、随時血糖値 200mg/dl 以上、HbA1c 6.5%以
上、糖尿病薬使用中の一項目以上を満たすことと定義した。 
 
４．研究成果 
 対象者 2643 人（男性 1088 人、女性 1555 人）を 2018 年 3 月末まで平均 8.0 年追跡し、男性
118 人、女性 104 人が糖尿病を発症した。 
 対象者の背景を表 1に示す。男女で腹囲や体脂肪率、除脂肪率、握力は大きく異なっていた。 
 
表 1 

 男女 男 女 

人数（人） 2643 1088 1555 

年齢（歳） 66±11 67±11 65±10 

BMI（kg/m2） 22.5±3.0 23.1±2.9 22.1±3.1 

腹囲（cm） 83.1±8.7 85.0±7.9 81.8±9.0 

体脂肪率 (%) 26.7±6.4 23.1±5.1 29.3±6.0 

除脂肪率 (%) 73.3±6.4 76.9±5.1 70.7±6.0 

平均握力（kg） 26.9±8.1 33.5±6.9 22.4±5.1 

最大握力（kg） 28.4±8.4 35.2±7.2 23.6±5.3 

最大握力/BMI（m2） 12.7±3.7 15.4±3.3 10.8±2.6 

最大握力/身長（kg/m） 1.8±0.5 2.1±0.4 1.5±0.3 

 



 
各指標について、年齢、性別、HbA1c で調整した糖尿病発症のハザード比（95%信頼区間）を表

2に示す。 
 
表 2 

 男女 男 女 

BMI（kg/m2） 1.09 (1.05-1.13) 1.05 (0.99-1.11) 1.15 (1.08-1.21) 

腹囲（cm） 1.03 (1.02-1.05) 1.03 (1.01-1.05) 1.03 (1.01-1.06) 

体脂肪率(%) 1.07 (1.04-1.10) 1.05 (1.02-1.09) 1.08 (1.04-1.12) 

除脂肪率(%) 0.94 (0.91-0.96) 0.95 (0.92-0.98) 0.93 (0.90-0.96) 

平均握力（kg） 1.02 (1.00-1.05) 1.01 (0.98-1.05) 1.05 (1.00-1.09) 

最大握力（kg） 1.03 (1.00-1.05) 1.01 (0.98-1.05) 1.04 (1.01-1.07) 

最大握力/BMI（m2） 0.97 (0.92-1.02) 0.98 (0.92-1.05) 0.88 (0.92-1.04) 

最大握力/身長（kg/m） 1.60 (1.08-2.35) 1.21 (0.70-2.09) 2.05 (1.26-3.34) 

 
これまでの報告の通り、BMI や腹囲は糖尿病発症リスクの上昇と関連していた。今回の解析で

は、体脂肪率は糖尿病発症リスクの上昇と、除脂肪率はリスクの低下と関連していた。一方、握
力は糖尿病発症リスクの低下と関連しているわけではないことが示され、予想された結果と異
なっていた。また、女性では握力は糖尿病発症のリスク上昇と関連していたが、男性では有意な
関連を認めず、男女差が見られた。本研究では後期高齢者も含まれており、握力と糖尿病発症の
関連において、年齢による交互作用の可能性があるため、今後十分なサンプルサイズのある集団
での解析が必要と考えられた。 
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